
循環器内科のご紹介
循環器内科代表部長　三浦　学

　循環器内科は、常勤医12名のうち8名が日本循環器学会認定専門医であり、心筋梗塞・狭心症
などの虚血性心疾患、心不全、心臓弁膜症、心筋症および不整脈疾患等の循環器疾患に対して、
それぞれの分野における専門医・指導医のもと精力的に診療を行っています。更に腎動脈、鎖骨
下動脈や下肢慢性閉塞性動脈硬化症に代表される末梢動脈疾患に対しても、カテーテル治療を
含む包括的治療を行っています。また地域医療に貢献すべく、現在は24時間365日体制での診
療態勢を整え、緊急での心臓カテーテル検査ならびに経皮的冠動脈インターベンションを行って
います。
　狭心症に対してはカテーテル検査および治療を積極的に行っておりますが、安定している患者
さんには非侵襲的検査（心エコー、運動負荷心電図、核医学検査、冠動脈CTなど）による評価を
行い、そのうえで侵襲的検査を行うかを判断しております。心臓カテーテル治療（バルーン、ステ
ント）は、年間300例以上施行しており、看護師、臨床工学技士、診療放射線技師など熟練したス
タッフとのチーム医療が確立されています。冠動脈や下肢動脈における慢性完全閉塞病変に対
する治療も積極的に行っており、治療実績をあげています。不整脈に関しても、徐脈に対する
ペースメーカー植え込み、致死的不整脈に対する植込み型除細動器、重症心不全に対する心臓
再同期療法、心房粗動や上室性頻拍症に対するカテーテルアブレーション治療、心房細動に対す
るカテーテルアブレーション治療に力を入れております。腹部大動脈瘤に対する治療は、全身麻
酔下での開腹による人工血管置換術が主流でしたが、近年は、開腹せずに両足の付け根からカ
テーテルを挿入し血管内から治療するステントグラフト内挿術も行うようになりました。人工血管
置換術に比べ、手術創が小さく、術後回復が早い、開腹による合併症がないなどの利点があり、
現時点では患者さんの状態、大動脈瘤の形態により適応を決めています。
　また心不全、狭心症、心筋梗塞、大血管疾患などの患者さんに対し、外来で心臓リハビリテー
ションを実践するプログラムを有しており、心疾患の悪化予防に努めております。心肺運動負荷
装置（CPX）を用い運動耐容能を測定し、科学的分析に基づいて適切な負荷を設定し運動療法を
実践しています。
　今後も、急性期疾患を中心とした循環器内科診療を患者さんに提供し、基幹病院として地域医
療の更なる発展へ貢献できるよう全力で努める所存ですので、よろしくお願いいたします。

初診時選定療養費について
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初診時選定療養費の改定について

※紹介状をお持ちの方は、初診時選定療養費はかかりません。
※初診時選定療養費をいただく場合は、初診料288点から200点を控除させていただきます。

　令和4年4月より「国民健康保険法等の一部を改正する法律」の施行に伴い、200床以上の地域
医療支援病院では、初診時の選定療養費を7,000円以上徴収することが義務化されました。これ
に従い、令和4年10月1日より、下記の通り改定させていただきます。

日常的な診察や健康管理をしてくれる
「かかりつけ医」（診療所・クリニック等）を持ちましょう

令和4年9月30日まで 令和4年10月1日から
5,500円（

税
込
） 7,700円（

税
込
）

・当院を初めて受診される方
・以前に当院を受診され病気が治癒もしくは治療が終了(中断)しその後受診
 された方

・紹介状を持参された方
・救急車で来院して緊急な診療を必要とされた方
・公費負担医療制度の受給者の方(こども医療、母子医療の方はいただきます)

初診とは

初診時の
選定療養費を
いただかない方

より安心な医療を
受けるために

かかりつけ医のメリット

あなたやあなたの家族みんなの症
状、病歴、健康状態をよく知ってい
るので、いざという時にすぐに相談
できます。

比較的待ち時間が短く、受付も簡
単で、日ごろの健康状態も含め、納
得のいく治療方針を検討してくれ
ます。

専門的な診療や高度な検査が必要な
場合、「紹介状」「保険証」「診察券（お持
ちの場合）」をお持ちになり、中央受付ま
でお越しください。

かかりつけ医からの
紹介が可能時間を有効に使える近くにいる安心感
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